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• 熱海市は観光を基幹産業とする地

域であり、2025年度には延べ約349

万泊の宿泊需要がありました。内訳

は、国内延べ宿泊者数が約333万

泊（95.4％）、インバウンド延べ宿

泊者数が約16.1万泊（4.6％）です。

• インバウンド宿泊比率は依然として

5％未満にとどまることから、特に平

日を中心とした滞在・宿泊需要を取

り込むことで、宿泊消費の拡大と地

域内消費額の向上を目指します。

魅力

傾向

熱海市の現状

1

• 熱海は温泉と美しい海が楽しめる人気の観光地であり、四季折々の自然が織り

なす景観が魅力で、季節ごとに開催される花火大会や、新鮮な海の幸を味わえ

るグルメも豊富で、癒しと贅沢が一度に満喫できる温泉リゾート地です。



現状及び課題・解決策

インバウンドマーケティングを推進するにあたり、大きく２つの課題があります。

• データの収集範囲が狭く、体系的に整理・活用しきれていない

• 現状分析、施策の検討・実施、振り返りを行う工数（人的リソース）が不足

熱海市が設定したインバウンドに関するKGI・KPIを達成するため、継続的にモニタリングし分析

できるデータ基盤を整備し、AIを活用することで限られた人材でも目標達成に向けたPDCAを

「効果的かつ効率的に回せる持続可能な体制づくり」と「業務工数の削減と生産性の向上」

を目指していきます。
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課題・実施概要

AIエージェント※を活用した持続可能なデータ分析生産性向上プロジェクト

熱海市専用の「AIダッシュボード・AIエージェント」を準備し、データを活用した戦略的なイン

バウンド施策の実行と振り返りを行う。

※本実証のAIエージェント定義：複数の論理ステップを踏み、複数のツールを活用しながら、長時間

にわたって自律的に思考・判断できるAI（本実証ツール例：Google Analytics, Google Search Console, 

口コミデータ（SerpAPI経由のGoogle Mapの口コミ）等のAIエージェントを連携）

実施概要
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実証プロジェクトの体制

【役割】

・コンソーシアム会議の運営

・事業者・自治体との連携・合意形成

・施策の実施

【役割】

・実証内容全体設計・本実証のPM

・熱海市と連携してPDCA検証推進

代表団体

地
域
外

地
域
内

・データの提供

・施策の実施

熱海

観光案内所

・データの提供

・施策の実施

熱海温泉ホテル旅

館協同組合

・データの提供

・施策の実施

一般社団法人熱海

市観光協会

・実証内容のAI開発推進

株式会社

アムンゼン

熱海生成AI協議会（コンソーシアム）
展開

運営統括

展開

展開

企画

計画

DX導入

データ分析

DX導入 データ分析

展開

熱海市役所・熱海観光局

株式会社リクルート

じゃらんリサーチセンター

データ分析



AIエージェントを活用した循環サイクル全体像（目指すべき姿）
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業務フローサイクル全体像
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実証事業の内容

実証内容

AIダッシュボード・AIエージェントを活用することでどれだけ業務工数を削減できたかを

実証します。

KGI ：総自動化業務件数16件（計算式：自動化業務件数×活用人数）

KPI ：業務自動化率32% （計算式：AIで処理した業務件数÷総業務件数）

AIを活用しなかった場合に当事業で実施する一連の業務である、

＜1＞分析基盤の整備

＜2＞データ分析とインサイト抽出

＜3＞施策の検討

＜4＞打ち手の意思決定・施策実施

＜5＞施策の効果測定と振り返り

について、タスクベースに分解し、上記計算式にあてはめて評価を行います。
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対象 課題 提供価値仮説（AI自動化による変化）

地域（市・

DMO）

データの収集、可視化、分析、

傾向の読み取り、レポート作

成等、それぞれに工数がかか

り、施策実行や戦略方針策

定に時間をかけにくい

「分析作業」から「検知アラート」へシフト

●データ抽出〜分析〜要約〜アクション提案〜レポート作成〜ア

ラート配信のプロセスを、AIで自動化するダッシュボードとメール配信

機能を整備することで業務工数を削減

●事業者との対話や勉強会等、人間が本来やるべき業務へリソー

スをシフトする

旅行者
必要なタイミングで、求めてい

る多言語情報が見つかりにく

い

「言語変換」から「ニーズ起点のタッチポイント」へシフト

●AIが検索データや問い合わせ内容を分析し、そのニーズと記事を

合致させることで、広告費をかけなくてもインバウンドの閲覧数を増

加させる

●特に旅ナカでの利用率を増やして、現地の行動支援ツールとして

機能する

事業者

（宿泊施

設・観光案

内所）

日々の接客対応等で分析工

数を確保することが難しく、大

量の分析データを共有しても

現場では活用しにくい

「分析結果」から「支援ツール」へシフト

●データを「分析結果」として渡すのではなく、AIでビジュアルやメッ

セージを最適化して「最新動向がわかるトレンド通信」や「すぐに使え

る接客ツール（QRコードリスト）」として渡すことで、現場での活用

率を高めながら工数削減に寄与する、勉強会形式での活用の後

押しも重要

AIエージェントを活用した循環サイクルにおける実証の狙い
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対象 課題 提供価値仮説（AI自動化による変化）

地域（市・

DMO）

データの収集、可視化、分析、

傾向の読み取り、レポート作

成等、それぞれに工数がかか

り、施策実行や戦略方針策

定に時間をかけにくい

「分析作業」から「検知アラート」へシフト

●データ抽出〜分析〜要約〜アクション提案〜レポート作成〜ア

ラート配信のプロセスを、AIで自動化するダッシュボードとメール配信

機能を整備することで業務工数を削減

●事業者との対話や勉強会等、人間が本来やるべき業務へリソー

スをシフトする

旅行者
必要なタイミングで、求めてい

る多言語情報が見つかりにく

い

「言語変換」から「ニーズ起点のタッチポイント」へシフト

●AIが検索データや問い合わせ内容を分析し、そのニーズと記事を

合致させることで、広告費をかけなくてもインバウンドの閲覧数を増

加させる

●特に旅ナカでの利用率を増やして、現地の行動支援ツールとして

機能する

事業者

（宿泊施

設・観光案

内所）

日々の接客対応等で分析工

数を確保することが難しく、大

量の分析データを共有しても

現場では活用しにくい

「分析結果」から「支援ツール」へシフト

●データを「分析結果」として渡すのではなく、AIでビジュアルやメッ

セージを最適化して「最新動向がわかるトレンド通信」や「すぐに使え

る接客ツール（QRコードリスト）」として渡すことで、現場での活用

率を高めながら工数削減に寄与する、勉強会形式での活用の後

押しも重要

AIエージェントを活用した循環サイクルにおける実証成果
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●業務工数を最大90分の1（手動で360分かかる作業を4分へ）に削減、観光

施策実行に集中しやすい体制を構築

●観光協会、旅館組合、交通事業者、商業施設等と連携を強化できた

●広告費ゼロで月間1500人以上のインバウンド流入を獲得、表示回数4.6倍UP、

検索表示回数15.3倍UP

●旅ナカ利用率約3割を維持、QRコードリストと連携して支援ツールとして機能

●熱海へのインバウンド旅行者数は前年対比で約1.3倍UP（ターゲットとしている

アメリカは約2.2倍、台湾は2.0倍UP）

●「観光案内所トレンド通信」を地域主要6組織が参加する定例会で活用。国籍

ごとのニーズと受け入れ動向がわかると好評

●QRコードリストは50社以上に配布、観光案内所は接客工数約3割削減に寄与

●「AI活用勉強会」の満足度98%（宿泊施設、飲食店等54名参加）
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実証事業取組の詳細 地域（市・DMO）



◼ AIダッシュボード＋AI検知アラートの仕組み
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実証事業取組の詳細 地域（市・DMO）

2026年度更新



◼ AIエージェントで自動化したタスク詳細一覧と削減工数
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

指標
重要指標 施策振返り指標

KGI・KPI指標 認知指標 検討指標 行動指標 満足度指標

活用データ

延べ宿泊者

数等統計デー

タ

toCメディア

掲載情報

toB旅行会

社掲載情報

Google検索

結果
GA4 GSC 口コミデータ

観光案内所

集計データ

要約結果

アウトプットイメージ

指標の数値

進捗

主要メディア

掲載傾向

旅行会社の

ツアー造成傾

向

注力キーワー

ド上位記事

の傾向

ユーザー数・

表示回数の

推移

SEO対応施

策の現状

ジャンル別・

言語別の件

数と評価点

傾向

来館者の推

移と国別トレ

ンド

提案内容

アウトプットイメージ
中長期施策

ウェブサイト・

SNSで強化

すべき特集

テーマ

ツアー造成促

進のための差

別化ポイント

ウェブサイトの

新規作成・リ

ライト内容

ウェブサイトの

優先改善

ページ案

SEO施策の

具体案

ネガティブ情

報への緊急

対応案（注

意喚起等）

設備・案内

等の受け入

れ整備案

AI自

動化

抽出 ● ● ● ● ● ● ●

分析 ● ● ● ● ● ● ● ●

要約 ● ● ● ● ● ● ● ●

提案 ● ● ● ● ● ● ● ●

作成 ● ● ● ● ●

配信（アラート

メール連携）
● ● ● ●

以前の工数/分

（手作業）
240 300 240 360 270 270 450 90

現在の工数/分

（AI活用）
35 4 4 4 6 6 6 3

AI導入での削減量 7分の1 75分の1 60分の1 90分の1 45分の1 45分の1 75分の1 30分の1



◼ AIダッシュボード

⚫ WEBアプリケーション画面イメージ（数値掲載）
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ AIダッシュボード

⚫ 画面イメージ（AIチャット）
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ AIダッシュボード

⚫ 画面イメージ（データ入稿）
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ AIダッシュボード
⚫ 画面イメージ（施策振返り指標：認知指標）
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ AIダッシュボード

⚫ 画面イメージ（施策振返り指標：検討指標）
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地域（市・DMO）実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ AIダッシュボード

⚫ 施策振り返り指標ごとのAI分析とウェブサイト運用の連動イメージ

認知指標

（メディア・旅行会

社掲載状況）

検討指標

（SEO対策状況）

行動指標

（VisitAtami

閲覧状況）

満足度指標

（口コミ評価、問い

合わせ状況）AI分析 AI分析 AI分析 AI分析

【事前準備】

ターゲット旅行者の活用

率が高い主要メディアリ

ストを用意する

【認知AI】

・主要メディアで、熱海

やベンチマーク地域につ

いてどのように掲載され

ているか抽出して傾向を

要約

・どのような情報やテーマ、

SEOキーワードに注力す

るとよいか提案

【事前準備】

SEO注力キーワードリス

トを用意する（認知指

標の分析結果も含めて

定期的に更新）

【検討AI】

・SEO注力キーワードごと

に上位掲載されている

記事や訴求内容を要

約

・各キーワードごとに記事

の新規作成やリライト

内容を提案

【事前準備】

GA4やGSCの管理画面

の設定をする

【行動AI】

・VisitAtamiの流入数

や属性、旅マエ旅ナカ

閲覧率、検索表示回

数、平均掲載順位等

の運用コンディションを

整理し、国籍ごとで流

入が多いキーワードと記

事の傾向を要約

・ウェブサイト運用の強

化ポイントを提案

【事前準備】

口コミ抽出対象の施設

リストを用意する

【満足度AI】

・各施設ごとに口コミを

抽出して、ジャンル別、

言語別等、件数、点数

ごとに傾向を整理

・ネガティブとポジティブ

な口コミ内容を整理し

ながら、ウェブサイトで情

報整備すべきポイントを

提案

AI提案結果にあわせてウェブサイトの新規ページ作成・既存ページのリライトを実施

17

地域（市・DMO）実証事業取組の詳細
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実証事業取組の詳細 旅行者



◼ 制作した記事内容（一部）※メインターゲットのアメリカ（英語）・台湾（繁体字）で作成

花火大会年間スケジュール 災害発生時の対応宿泊施設（タトゥーポリシーガイド） 熱海駅荷物預かり年間イベントカレンダー
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実証事業取組の詳細 旅行者
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<Google AIモード例>

◼ 制作した記事内容（一部）SEO/GEO対策を意識して運用

実証事業取組の詳細

2026年度更新



◼ VisitAtamiへの流入数（GA4分析）

訪日旅行中に閲覧（閲覧者98%は多言語利用と事前確認済） 旅ナカでの閲覧率約3割

流入数4.6倍UP

毎月1500人

以上の閲覧

2025年5月21日〜6月30日（41日間）

2025年11月21日〜12月31日（41日間）

解説

・ウェブサイトを正式に5月に立ち上げて〜半年弱で、流入数4.6倍まで増加しました。広告費用はかけず

に、毎月アクティブユーザー1500人以上のインバウンドが閲覧するウェブサイトに成長しています。

・旅ナカでの問い合わせ情報を中心に受け入れ情報整備を強化したことで、旅ナカでの閲覧率は約3割を

維持し、訪日中にも活用されています。
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実証事業取組の詳細 旅行者

2026年度更新：18.8倍UP
2026年8月23日〜10月2日（41日間）



◼ VisitAtamiのGoogle検索表示回数（GSC分析）

検索表示回数15.3倍UP

Google平均

掲載順位42.6位
6.3位

2025年5月21日〜6月30日（41日間）

2025年11月21日〜12月31日（41日間）

毎日5000以上の

検索表示露出

解説

・Googleでの検索表示回数は、立ち上げ当初と比べて15.3倍に大幅UPしました。毎日5000以上の検

索表示露出を維持するようになっています。

・Googleの平均掲載順位も42.6位から6.3位へ大幅UPし、特に花火大会、温泉、タトゥー、熱海梅園、

桜に関連するキーワードでの流入が増加しています。
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実証事業取組の詳細 旅行者

2026年度更新：26.6倍UP
2026年8月23日〜10月2日（41日間）



◼ 記事と連動したQRコードリストの活用

観光案内所

ウェブサイトの記事と連動したQRコー

ドリストを事業者へ配布して連携し

て活用※AIで作成・更新

観光案内所でQRコードリストで補足しながら説明することで接客工数

を約3割削減
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実証事業取組の詳細 旅行者
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◼ 問い合わせの多かった記念スタンプを新たに制作し、熱海観光案内所で押せるよ

うに開始中

実証事業取組の詳細 旅行者

2026年度更新
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実証事業取組の詳細 事業者（宿泊施設・

観光案内所）
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①観光案内所の

来館データを取得

②各シートごと

に分析

③各シートごとに

グラフ化

④分析して施策

をまとめる

⑤レポートを作成

「レポート作成」ボタンを押すだけでレポート自動作成

①観光案内所の来館

データをダッシュボード

へ入稿

以
前

現
在

当初90分かかっていた業務を3分に短縮し、30分の1に工数削減

このレポート結果も参考に新規記事をウェブサイトに掲載＋QRコードリストに情報を追加

実証事業取組の詳細 事業者（宿泊施設・

観光案内所）

◼ AIレポート作成ツールのステップ



⚫ UI/UX

◼ AIレポート作成ツール

27

対象月を選んでレポート作成ボタンを

押すとレポートが自動作成される

管理画面では元データの確認や各項目の

分析プロンプトの修正が可能

キャッシュを導入

管理画面

ボタン

実証事業取組の詳細 事業者（宿泊施設・

観光案内所）
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2026年6月宿泊施設向け勉強会の流れ

1. 観光戦略の柱：需要の平準化

2. 時期別に狙うターゲットを設計

3. 口コミ分析で、宿ごとの強み・改善余地を見る

4. 情報整備やプラン検討に使える材料へ変換

5. 個社ごとに確認できるAI口コミ診断書を配布

AIを活用することによって、地域全体の分析だけではなく、地域全体の方針から俯瞰した上で、各宿が動

ける材料まで一気通貫でまとめて分析から情報発信連携まで実施。

事業者

（宿泊施設）

実証事業取組の詳細

◼ 宿泊施設向け勉強会（平準化戦略）

2026年度更新



実証事業の結果

KGI・KPIの進捗結果

KGI：項目：総自動化業務件数 最終値22件

KPI：項目：タスク自動化率 最終値40%

KGI・KPIの進捗結果の分析

＜2＞のデータ分析とインサイト抽出に特に注力し、AIエージェントで自動化したことで目標数

値を達成することができました。
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月
最終

値

KGI

実績値 ー ー 10件 15件 17件 22件 ー 22件

目標値 ー ー 8件 10件 14件 16件 ー 16件

進捗率(%) ー ー 50% 93% 106% 138% ー 138%

KPI

実績値 ー ー 20% 32% 36% 40% ー 40%

目標値 ー ー 16% 20% 28% 32% ー 32%

進捗率(%) ー ー 50% 100% 112%
125%

ー
125%



対象 課題 提供価値仮説（AI自動化による変化）

地域（市・

DMO）

データの収集、可視化、分析、

傾向の読み取り、レポート作

成等、それぞれに工数がかか

り、施策実行や戦略方針策

定に時間をかけにくい

「分析作業」から「検知アラート」へシフト

●データ抽出〜分析〜要約〜アクション提案〜レポート作成〜ア

ラート配信のプロセスを、AIで自動化するダッシュボードとメール配信

機能を整備することで業務工数を削減

●事業者との対話や勉強会等、人間が本来やるべき業務へリソー

スをシフトする

旅行者
必要なタイミングで、求めてい

る多言語情報が見つかりにく

い

「言語変換」から「ニーズ起点のタッチポイント」へシフト

●AIが検索データや問い合わせ内容を分析し、そのニーズと記事を

合致させることで、広告費をかけなくてもインバウンドの閲覧数を増

加させる

●特に旅ナカでの利用率を増やして、現地の行動支援ツールとして

機能する

事業者

（宿泊施

設・観光案

内所）

日々の接客対応等で分析工

数を確保することが難しく、大

量の分析データを共有しても

現場では活用しにくい

「分析結果」から「支援ツール」へシフト

●データを「分析結果」として渡すのではなく、AIでビジュアルやメッ

セージを最適化して「最新動向がわかるトレンド通信」や「すぐに使え

る接客ツール（QRコードリスト）」として渡すことで、現場での活用

率を高めながら工数削減に寄与する、勉強会形式での活用の後

押しも重要

再掲：AIエージェントを活用した循環サイクルにおける実証成果
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●業務工数を最大90分の1（手動で360分かかる作業を4分へ）に削減、観光

施策実行に集中しやすい体制を構築

●観光協会、旅館組合、交通事業者、商業施設等と連携を強化できた

●広告費ゼロで月間1500人以上のインバウンド流入を獲得、表示回数4.6倍UP、

検索表示回数15.3倍UP

●旅ナカ利用率約3割を維持、QRコードリストと連携して支援ツールとして機能

●熱海へのインバウンド旅行者数は前年対比で約1.3倍UP（ターゲットとしている

アメリカは約2.2倍、台湾は2.0倍UP）

●「観光案内所トレンド通信」を地域主要6組織が参加する定例会で活用。国籍

ごとのニーズと受け入れ動向がわかると好評

●QRコードリストは50社以上に配布、観光案内所で接客工数約3割削減に寄与

●「AI活用勉強会」の満足度98%（宿泊施設、飲食店等54名参加）
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おわりに
AI活用のポイント：持続可能なサイクルを作る3つのコツ

1. 一気にAIを導入せず、業務を「細かく分解」してトライアンドエラーを繰り返す

連鎖的な業務フローをAIエージェントで一気に作るのは難易度が高いです。業務

を一つ一つ丁寧に分解し、AIの出力をどう次につなぐか検証を繰り返すことが、精

度を高める近道になります。

2. 観光統計データと施策振り返りデータは「並行して詳細化」する

持続可能なサイクルを効果的＆高速にまわすためには、市場の動き（統計）と自

組織の打ち手（施策）の両方の解像度を上げることが、PDCAをまわしやすくする

鍵となります。

3. データはそのまま渡さず、「要約した解説型」で共有すると活用促進しやすい

大量のデータはそのままでは解釈が難しいです。現場コメントや傾向の変化を着目さ

せるレポート形式で配信を行うことや勉強会をセットにすることで、地域全体の活用を

促すことができます。

今後の展望：延宿泊者数の日別データ（宿泊税の申請数）から日別ごとの数値

を精度高く分析することで平準化に寄与する予測モデルなど構築していく。
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